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奈良会議所ニュフス昭和54年10月100 (毎月1回10B発行)
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横長の商店街とは趣を異にする。
ノ、工的に作られた空間には理路整然と店舗が並び、一角にはべンチや植木など顧客のための配慮がなされ

ている。コソクリートジャングルの中でオアシスの意味をむった商店街である。
【メモ】会長・柏田栄三氏・構成員数12名

",

^

'1

゛"゛'

".",

一
^、^

^

'1

^^

11

'

'"...",

イ

^^

" ;」 '1' U

.

8

^

第133号(第三種郵便物認可)

通行量調査まとまる
一号議員確定公告・
ノ~の使いフj・・・
景況調査まとまるー・・・・・
企業経営のカンどころ・・・・

弔t4)^【ジ・・・・・・・・・
求職者情報・・
主要経済指橡
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お問い合せは・・・・
奈良公共職業安定所

職業紹介係まで
TEL 24-5501
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経理事務

種年令経

9億4,100万円

月
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オフセット
印刷工

奈良会議所ニュース

3

業

屋内軽作業

(内整理を含む負債1,0舶万円以上

経理事務
フロソト

女

一般事務

.

6

4億8,000万円

菓子食料品
卸Ⅱ年

額

゛

験

一般事務

区分

新規求職

オフセッ
工

、

鑢

1年
7年

経理事務

上昇

子

手取賃金
(月収)

言巽戸
観光バス運転手

22年

本

総合

一般事務全般
23年

170,000円

160,000円

200,000円

100,000円

130,000円

ト印刷
12年

雑

人

作

職業紹介状況(8月)学卒・

昭和54年10月10日(毎月1回10日発行)

営業事務 2年

勤務時間
(休日)

調理補助

の

一般事務及び経
理事務補助

9.00~18.00
(日曜)

役

合板工雑役

希

9.00~17.00
(日曜)

曹盆苔'1悔模

項目

8.00~17.00
(日曜)

雑役

望

間有効求人

奈良市
通

奈良市
通

奈良市
通

奈良市
通

奈良市
通

食堂調理

90,000円

100,000円

70,000円

70,000円

80,000円

8.30~17.OU
(日・祝)

10年

8.00~17.00
(日・祝)

間有効求職者

8年

住所

不問

9.00~17.00
(日曜)

人

効

奈良市消費者物価指数 7月(昭和50年=10の

ノ゛、

不問

5年

トを除く(奈良公共職業安定所)

奈良市

配偶者
の有無

9.00~17.00
(畔齡

ー"、」、、、

職

不問

奈良市

者

8.00~5.00
(日曜)

件

き十

ノ

不問

奈良市
通

奈良市
通

通
天理市
通

奈良市
通

第132号掲載分

県下

9.00~17.00
(日・祝)

学歴

891
2,123
242
フフフ

3,865
郭4
254
0.54件

6月

倍

不問

奈良市

大学経営学科卒
普通運転免許

9.00~17.00
(日・祝)

男

50名

奈良市

高校普通科卒
普通運転免許

124.2

583
1,432
132
4仇

2,019
283
140
0.70

7月

50名

資格

奈良市

中卒

女

不問

奈良市

「署1/」、IE
大型

125.9

308
691
110
376
1,846
271
114
0.37

0.2

前年比%

不問

生駒市

旧中卒

食料住居光熱被服雑費

不問

天理市

乗客数 8月(国鉄奈良駅・奈良交通)(人)

△24,1
△0.1
△18.
△22.
△16.
△27.
△19.
0.08,

短大卒、普通運転免
許、調理師免許

4.1

1.4

＼""
＼

月別＼~＼＼

奈良市

商高卒、

117.フ

1局ノ」、2芋

5.1
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珠算3級
簿記2級

専門学校卒

(総理府統計局)

国鉄奈良駅

120.2

11.94

旧中卒

7

乗

月

121.2

117.0

8

奈良交通名所めぐり

客
交良公園奈良'汚_.隆寺西ノ京

月

453,210

118.0

128.0

乗客

464,380

奈良県倒産状況

~~jj^1憾1 ^

131.5

133.フ

5,902

乗

7

13,798

133.6

客

有
有
有
有
有
無
無
無
有
無

匙
"
夾
脇
路

女
性
課
長
、
女
性
警
部
な
ど
職
場

で
の
女
性
の
進
出
が
目
立
つ
今
日
こ

の
頃
、
当
所
で
は
こ
の
よ
う
な
社
会

風
潮
を
背
景
に
い
わ
ゆ
る
キ
ャ
リ
ア

ウ
ー
マ
ソ
(
ガ
ー
ル
)
を
対
象
に
し

た
講
習
会
を
先
月
の
二
十
七
、
二
十

八
日
の
両
日
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し

九
▲
ブ
タ
を
あ
け
れ
ぱ
な
ん
と
百
数

十
名
に
及
ぶ
盛
況
ぶ
り
。
近
年
に
な

い
参
加
者
で
嬉
し
い
悲
鳴
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
す
'
さ
て
、
こ
の
女
子
社

員
、
良
く
で
き
る
者
は
男
子
の
二
、

三
倍
の
戦
力
に
な
る
と
さ
え
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
接
客
、
経
理
事
務
な
ど

女
性
特
有
の
持
ち
味
を
生
か
し
た
職

域
の
重
要
性
が
需
さ
れ
て
き
た
わ

け
で
し
ょ
う
か
▲
何
は
と
も
あ
れ
女

子
社
員
の
爽
や
か
な
応
対
は
会
社
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
こ
と

は
確
か
。
大
い
に
女
子
社
員
の
発
奮

を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
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比
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路
町
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奈
良
商
工
会
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編
集
責
任
者小

谷
武
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月
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申
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=
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五
十
四
年
十
月
十
九
日
(
金
)

時
三
十
分
1
同
三
時
三
十
分

四
階
四
0
言
ぢ
室

申
告
の
記
帳
方
法
に
つ
い
て
』

良
次
事
務
所

南
勝
義
氏

士
増
.

、
、

帳
簿
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
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通
行
量
の
最
大
地
点
は

三
条
通
り
商
店
街
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行
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調
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ま
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当
所
が
、
奈
良
市
、
県
及
び
奈
良
商
業
高
校
の
協
力
を
え
て
、
毎
年
継
続

実
施
し
て
い
る
通
行
量
調
査
の
結
果
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
っ
た
。
同
調
査

は
、
当
奈
良
市
が
急
速
な
人
口
増
と
と
も
に
次
々
と
発
表
さ
れ
る
大
型
店

舗
進
出
計
画
等
で
商
業
環
境
が
大
き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
な
か
、

通
行
量
の
動
向
を
把
握
す
る
こ
と
に
ょ
り
、
商
店
街
活
動
の
一
助
に
し
よ

う
と
の
目
的
で
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
本
年
は
七
月
二
十
九
、
三
十
日

の
両
日
、
十
九
地
点
に
お
い
て
場
所
別
方
向
別
時
間
別
に
中
学
生
以
上
の

男
女
(
自
転
車
を
含
力
)
を
計
測
し
九
も
の
で
あ
る
。

次
に
地
点
別
の
通
行
量
を
み
る
。

〔
日
曜
日
・
七
月
二
十
九
日
〕

三
条
通
り
商
店
街
(
ダ
イ
エ
ー
前
)

の
二
四
二
二
六
へ
第
二
位
は
東
向

商
店
街
(
旧
商
工
会
議
所
前
)
の
二

0
九
二
七
へ
第
三
位
は
小
西
通
商

店
街
(
た
か
ら
美
容
院
前
)
の
二
0

ハ
ハ
0
人
第
四
位
は
東
向
商
店
街

(
寿
し
常
前
)
一
八
二
0
八
人
の
順

と
な
り
、
東
向
商
店
街
(
旧
商
工
会

議
所
前
)
が
前
年
一
位
か
ら
二
位
に

ナ
つ
ナ

逆
に
最
少
地
点
は
富
雄
商
工
振
興

会
(
キ
タ
ダ
ビ
ル
前
)
の
一
七
三
三

人
下
御
門
商
店
街
(
光
学
堂
前
)

の
二
六
八
0
人
西
寺
林
商
店
街

駅
前
大
型
店
が
集
客
要
素

概
要
を
み
る
と
本
年
の
通
行
量
全

体
で
対
前
年
比
六
・
六
%
の
増
加
を

示
し
た
。

地
点
別
の
最
大
地
点
は
三
条
通
り

商
店
街
(
ダ
イ
エ
】
前
)
の
二
四
二

二
六
人
で
第
二
位
は
東
向
商
店
街

(
旧
会
議
所
前
)
の
二
0
九
二
七
人

第
三
位
は
小
西
通
商
店
街
(
た
か
ら

美
容
院
前
)
の
二
0
八
八
0
人
と
な

つ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
駅
前
、
大
型

店
立
地
と
い
う
集
客
施
設
を
控
え
た

地
域
で
あ
り
今
日
の
商
業
力
か
こ
の

二
要
素
に
集
約
さ
れ
て
い
る
と
い
え

る
0

(
光
学
堂
北
側
)
の
二
八
ー
0
人
で

あ
る
0

〔
平
日
・
七
月
三
十
日
〕

月
曜
日
の
通
行
量
の
最
大
地
点
は

小
西
通
商
店
街
(
た
か
ら
美
容
院

前
)
の
二
0
四
0
二
へ
第
二
位
は

三
条
通
り
商
店
街
(
ダ
イ
エ
ー
前
)

の
一
八
九
九
0
人
第
三
位
は
東
向

商
店
街
(
旧
商
工
会
議
所
前
)
一
七

六
四
三
へ
第
四
位
は
西
大
寺
東
商

店
街
(
大
和
銀
行
前
)
一
四
九
三
六
人

の
順
で
昨
年
と
同
じ
順
位
で
あ
る
。

最
少
地
点
は
富
雄
商
工
振
興
会

(
キ
タ
ダ
ビ
ル
前
)
二
二
0
二
人
、

西
寺
林
商
店
街
(
光
学
堂
北
側
)
二

四
六
四
へ
下
御
門
商
店
街
(
光
学

堂
前
)
二
四
六
八
人
と
な
っ
て
い

る
0そ

の
他
の
地
点
別
通
行
量
は
次
の

通
り
0

〔
日
曜
日
〕

▽
花
芝
商
店
街
四
立
壬
ハ
人

マ
東
向
北
商
店
街
七
一
四
五
人

▽
小
西
通
商
店
街
(
住
友
銀
行
西

側
)
ご
天
二
0
人

▽
餅
飯
殿
セ
ソ
タ
】
街
(
松
森
陶
器

店
前
)
二
九
二
八
人

▽
餅
飯
殿
セ
ソ
タ
ー
街
(
山
田
薬
局

前
)
五
五
八
五
人

マ
三
条
通
商
店
街
(
第
一
生
命
前
)

九
二
0
-
人

▽
三
条
通
商
店
街
(
南
都
本
店
前
)

立
益
ハ
九
五
人

Y
、
5

▽
三
条
通
商
店
街
(
第
一
勧
銀
前
)

九
八
三
五
人

▽
西
大
寺
東
商
店
街
一
七
七
八
九
人

▽
西
大
寺
シ
三
。
ヒ
ソ
グ
セ
ソ
タ
ー

(
近
商
ス
ト
フ
前
)
五
四
五
四
人

▽
学
園
前
シ
ー
。
ヒ
ソ
グ
セ
ソ
タ
ー

(
近
畿
日
産
前
)
四
0
六
七
人

▽
富
雄
ユ
ニ
ー
ド
前
名
店
街
八
二
九

九
人

〔
月
曜
日
〕

▽
花
芝
商
店
街
四
一
九
0
人

▽
東
向
北
商
店
街
七
五
五
九
人

マ
東
向
商
店
街
(
寿
し
常
前
)
一
四

三
六
六
人

▽
小
西
通
商
店
街
(
住
友
銀
行
西

側
)
-
0
六
二
四
人

マ
餅
飯
殿
セ
ソ
タ
ー
街
(
松
森
陶
器

店
前
)
八
九
四
一
人

▽
餅
飯
殿
セ
ソ
タ
ー
街
(
山
田
薬
局

前
)
四
八
四
九
人

▽
三
条
通
商
店
街
(
南
都
銀
行
本
店

前
)
三
0
九
三
人

▽
三
条
通
商
店
街
(
第
一
生
命
前
)

八
七
0
-
人

▽
三
条
通
商
店
街
(
第
一
勧
銀
前
)

九
二
四
九
人

マ
西
大
寺
、
ソ
ー
ピ
ソ
グ
セ
ソ
タ
ー

(
近
商
ス
ト
ア
前
)
四
四
八
八
人

▽
学
園
前
シ
ヨ
ど
ヒ
ソ
グ
セ
ン
タ
ー

(
近
畿
日
産
前
)
芸
一
八
五
人

▽
富
雄
ユ
ニ
】
ド
前
名
店
街
六
0
三

九
人
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通
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公
告
致
し
ま
す
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キ
ャ
リ
ア
ガ
ー
ル
全
員
集
合

中
堅
女
子
社
員
研
修
会

入
社
後
三
年
か
ら
五
年
の
女
子
社

員
を
対
象
し
た
中
堅
女
子
社
員
研
修

会
は
先
月
二
十
七
、
二
十
八
の
両
日

に
わ
九
り
当
所
四
階
中
ホ
ー
ル
に
船

い
て
実
施
さ
れ
た
。

研
修
会
の
参
加
者
は
延
べ
百
五
十

名
と
近
年
に
な
い
盛
況
ぶ
り
。
キ
ャ

り
フ
ガ
ー
ル
大
集
合
と
あ
っ
て
会
場

は
華
や
か
な
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

参
加
者
は
、
基
本
的
な
応
対
の
仕

方
か
ら
職
場
の
モ
ラ
ー
ル
ア
ッ
プ
ま

で
中
堅
社
員
と
し
て
の
必
須
条
件
に

つ
い
て
み
っ
ち
り
研
修
を
受
け
、
そ

れ
ぞ
れ
の
職
場
に
散
っ
て
い
っ
た
。
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融
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こ
の
た
び
、
県
の
一
般
制
度
融
資

の
貸
付
金
利
が
次
表
の
通
り
引
き
上

'
子

日
時
十
月
十
六
日
(
火
)

午
後
一
時
三
十
分
t
同
三
時
三
十
分

場
所
当
所

講
師
中
嶌
良
次
事
務
所

税
理
士
・
公
認
会
計
士
中
嶌
良
次
氏

参
加
料
無
料

関
係
者
各
位
多
数
の
御
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

都
戸

5

考

九
月
十
七
日
よ
り
実
施

」
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後

率

げ
ら
れ
ま
し
た
。
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支
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貸

行

判
断
と
実
行
が

リ
ー
ダ
ー
の
能
力

"
三
三
一
一
一
一
一
=
=
一
一
一

闇
二
毛
4
二
毛
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-
Ξ
=
4
●
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●
モ
4
-
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司
一
毛
-
4
=
モ
4
●
毛
4
●
毛
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=
宅
、
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●
毛

経
営
関
係
の
雑
誌
を
み
て
い
る
と

リ
ー
グ
ー
の
条
件
と
か
、
望
ま
し
い

リ
ー
、
タ
】
^
と
^
、
リ
ー
、
タ
ー
シ
ッ

プ
能
力
の
向
上
法
と
か
、
リ
ー
グ
ー

、
ソ
て
フ
関
係
の
記
亊
が
実
に
多
V
。

雑
誌
関
係
者
の
話
だ
と
ネ
タ
切
れ

の
時
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
関
係
の

亀
の
を
の
せ
て
お
け
ぱ
、
ま
ち
が
い

な
、
力
ら
こ
う
し
た
こ
と
に
な
る
ら

し
い
。
歌
舞
伎
で
も
,
忠
臣
夢
を

や
り
さ
え
す
れ
ぱ
外
れ
は
な
い
そ
う

か
ら
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
。
フ
は
さ
し

ナづ
め
、
経
営
雑
誌
の
,
忠
臣
夢
に

あ
た
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

で
は
ど
ぅ
し
て
、
こ
の
よ
う
に

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
常
に
も
て
は
や

さ
れ
る
の
か
と
い
う
と
、
経
営
活
動

に
と
っ
て
極
め
て
重
要
性
が
高
く
、

し
か
も
身
近
な
問
題
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
と
れ
ほ
ど
実
態
が
つ
か

み
に
く
く
難
か
し
い
も
の
は
な
い
か

ら
で
あ
ろ
う
0

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
も
の
は

ど
ん
な
も
の
か
と
質
問
さ
れ
て
も
、

な
ん
と
な
く
わ
か
っ
て
は
い
る
が
正

し
く
答
え
よ
う
と
し
て
も
、
答
え
に

く
い
と
い
う
こ
と
で
も
こ
の
こ
と
は

推
察
で
き
よ
う
。

と
も
あ
れ
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は

こ
う
し
元
つ
か
み
ど
こ
ろ
の
な
い
と

こ
ろ
が
あ
る
。

現
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名度

左

左

同

同

組
織
強
化
育
成
賓
金

易

資
格
更
新
講
習 金

簡

,
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
。
フ
を
と
る
に
は

温
い
人
間
味
が
必
要
だ
"

と
い
わ
れ
れ
ぱ
、
そ
の
通
り
と
感

じ
、

と
る
か
は
違
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

前
述
の
例
で
い
え
ぱ
、
毅
然
た
る

態
度
を
と
る
こ
と
が
よ
い
場
合
も
あ

れ
ぱ
、
人
間
味
の
ほ
う
を
よ
り
重
視

す
る
こ
と
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
、

ど
ち
ら
を
と
る
ほ
う
が
よ
り
強
い
影

響
力
を
及
ぽ
す
こ
と
か
で
き
る
か
を

正
し
く
判
断
で
き
る
か
、
実
行
で
き

資

口

▼▼

節

,
リ
ー
ダ
ー
は
部
下
に
対
し
て
毅

然
た
る
態
度
で
臨
む
必
要
が
あ
る
"

と
一
言
わ
れ
る
と
、
と
れ
ま
た
も
っ

と
も
な
こ
と
と
思
い
、
現
実
に
自
分

が
毅
然
た
る
態
度
を
と
る
と
、
人
間

味
に
欠
け
る
よ
う
な
こ
と
に
な
る
場

面
に
直
面
す
る
と
、
ど
ち
ら
を
優
先

す
る
か
で
迷
う
と
い
う
こ
と
に
も
な

つ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
0

こ
う
し
た
迷
い
を
防
ぐ
に
は
ど
ぅ

す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
と
、
方
法
は

た
だ
一
つ
,
リ
ー
ダ
ー
、
ソ
ッ
プ
と
は

何
か
"
を
は
っ
き
り
掴
ん
で
お
く
こ

と
以
外
に
は
な
い
。

そ
う
か
と
い
っ
て
、
リ
ー
ダ
ー
シ

ツ
プ
を
短
か
く
正
確
に
定
義
す
る
こ

と
は
難
か
し
い
が
、
あ
え
て
簡
単
に

定
義
す
る
な
ら
ば
、
,
他
の
人
々
、

と
く
に
職
場
の
よ
う
な
場
合
に
は
部

下
の
人
六
に
及
ぽ
す
影
粋
力
"
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
0

す
な
わ
ち
、
相
手
の
人
々
に
影
響

を
及
ぼ
し
て
自
分
の
意
図
す
る
方
向

に
動
く
よ
う
に
し
む
け
る
事
が
り
ー

ダ
ー
シ
,
プ
の
発
揮
と
い
う
と
と
に

よ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
時
々
の

状
況
に
ょ
っ
て
ど
の
よ
う
な
方
法
を

季

連

4

(

関

●
■

況

.
■
 
1

不

る
か
が
り
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
能
力
な
の

で
あ
る
。

こ
う
し
た
基
本
を
し
っ
か
り
把
握

し
て
い
な
い
と
、
リ
ー
ダ
ー
ツ
ッ
。
フ

に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
を
読
ん
で

も
、
混
乱
す
る
ぱ
か
り
で
あ
る
。

(
商
工
中
金
本
店
経
営
相
談
所

内
田
知
二
) (

.

.
.
.

.

.
.
.二.

.
.
一
.
一

.
一
.
一

.

.
.
.

.
'

.

.
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.

.
.
.

.

.
.
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.

.

販
売
士
制
度
は
資
格
取
得
後
五

年
経
過
す
る
と
資
格
の
更
新
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
当
所
で
は
本
年
度
中

に
更
新
す
る
必
要
の
あ
る
方
を
対

象
に
販
売
士
資
格
更
新
講
習
会
を

開
催
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

該
当
者
は
こ
の
機
会
に
資
格
更
新

手
続
を
お
と
り
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者

第
二
回
販
売
士
二
級
合
格
者

(
昭
和
驗
・
 
2
 
・
塑
施
)

第
二
回
販
売
士
三
級
合
格
者

(
昭
和
鴫
・
9
・
4
実
施
)

マ
日
時
十
一
月
十
三
日

二
級
午
前
十
時
t

午
後
四
時

三
級
午
後
一
時
t

同
四
時

▽
場
所
奈
良
県
中
小
企
業
会

館
(
奈
良
市
登
大
路

町
)

マ
受
講
料
一
名
に
付
き
二
級

(
四
千
円
)
・
三
級
会
一

千
円
)
・
・
・
テ
キ
ス
ト

代
及
び
申
請
料
を
含

む

▽
申
込
先
当
所
検
定
係

マ
申
込
受
付
期
間

十
月
十
一
日
t
十
月
二
十
日

ま
で
、
午
前
九
時
t
午
後
五

時
(
但
し
士
曜
日
は
十
二
時
)

マ
申
込
に
つ
い
て

①
申
込
用
紙
は
上
記
申
込
先
に

備
え
つ
け
て
あ
り
ま
す
の
で

受
講
料
を
添
え
て
申
込
ん
で

く
だ
さ
い

②
申
込
み
の
際
、
申
込
者
本
人

の
販
売
支
定
証
又
は
合
格

証
書
を
提
示
し
て
く
だ
さ

'
.

.

.

③
写
真
(
申
請
時
の
三
ケ
月
前

以
内
に
撮
影
し
た
正
面
上
半

身
脱
帽
・
無
背
景
・
大
き
さ

三
卯
X
二
・
五
伽
・
ス
ピ
ー

ド
写
真
不
可
)
一
枚
提
出
の

こ
と
0

◎
本
講
習
会
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
せ
は
当
所
検
定
係
(
担
当
西

村
)
ま
で
。

T
E
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⑳
六
ニ
ニ
ニ
代
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企業と家庭に奉仕する

栄相互銀行
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日帰りから海外旅行まで旅のととなら船気軽に.ノ

運輸大臣登録一般旅行業第91号
(株)読売旅行奈良営業所
奈良市高天町18 TEL0742⑳5221~2

制

合理化資金

方矢 1テ

経営安定資金
(長期)

経営安定資金
(短期)

中小商業振興資金

組合
構成員

,」、

組合
構成員

利

6.フ
6.9

会0742(23)212鮒勺〒630
合岬442(3)502剥や〒634

部落産業特別融資

組合
構成員

組合
構成員

6.フ
6.9

竃、"、、'

部落産業モデルエ場

組口
構成員

6.0

6.2

6.5

引上げ幅
%

フ.3
フ.5

6.3

組合
構成員

300万円以下 4.0
300万~500万 4.2
500万円超 4.5

中学・高校への最高の進学実績と補習教育の充実さを物語ってぃます

フ.3
フ.5

6.0

亜公開模擬テスト■
■進学教室■
ヨ春夏冬学習講座ま

0.6

6.5

6.フ

フ.1

0.6

5.8

6.6

6.2

0.5

6.5

0.6

0.3

0' 5

6.8

抜群の実績を誇る信頼と成果.ノ

0.6

※お申込み
問合せ先

奈良県教育テスト協会
奈良市杉ケ西町
橿原市兵部町

..
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景
気
は
足
踏
状
態

景
気
動
向
調
査

当
所
が
奈
良
市
産
業
界
の
景
気
動
向
を
把
握
す
る
目
的
で
実
施
し
て
い

る
景
気
動
向
調
査
の
結
果
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
っ
た
。

そ
れ
に
ょ
る
と
、
国
内
的
に
は
順
調
な
景
気
の
拡
大
傾
向
に
あ
る
も
の

の
奈
良
経
済
界
で
は
公
共
投
資
の
鈍
化
傾
向
及
び
原
材
料
上
昇
等
の
影
響

か
ら
景
気
は
依
然
足
踏
状
態
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
今
後
、
一
層
の

自
助
努
力
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

調
査
は
二
八
五
社
(
八
業
界
)
を
対
象
に
フ
ソ
ケ
ー
ト
方
式
に
ょ
り
実

施
し
、
う
ち
回
答
分
三
一
社
(
回
収
率
三
八
・
九
%
)
に
つ
い
て
と
り

ま
と
め
た
も
の

◎
調
査
期
間
昭
和
五
十
四
年
七
月
二
日
1
二
十
一
日

◎
対
象
期
間
昭
和
五
十
四
年
四
月
t
六
月
期
実
積
と
同
七
月
1
九
月

期
予
想
を
調
査
。

〔
総
括
的
概
要
〕

最
近
の
わ
か
国
経
済
は
堅
調
な
個

人
消
費
と
旺
盛
な
民
間
設
備
投
資
を

中
心
と
す
る
内
生
需
要
と
最
近
の
円

安
傾
向
下
で
の
輪
出
の
増
大
に
ょ
る

外
生
需
要
に
ょ
り
景
気
は
順
調
な
拡

大
傾
向
に
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る

し
か
し
、
長
期
化
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
不
安
と
イ
ソ
フ
レ
下
の
金
融
引

き
締
め
、
流
動
的
な
国
際
環
境
か
ら

内
外
経
済
情
勢
は
厳
し
く
、
予
断
は

許
さ
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
奈
良
経

済
界
を
み
る
と
個
人
消
費
は
堅
調
に

推
移
し
て
い
る
も
の
の
、
県
公
共
投

推
移
し
て
い
る
。

▽
仕
入
状
況
(
商
品
又
は
原
材
料
)

仕
入
高
は
「
増
加
」
四
四
・
一
%

「
横
ば
い
」
四
四
・
一
%
、
「
減
少
」

三
・
ハ
%
で
売
上
生
産
活
動
の
活

発
化
に
と
も
な
い
順
調
に
推
移
し
て

い
る
。仕

入
単
価
の
面
に
つ
い
て
は
「
値

上
り
」
し
た
、
の
三
九
・
六
%
、
「
横

ぱ
い
」
五
八
・
六
%
、
「
値
下
り
」

し
た
も
の
丁
八
%
で
再
度
の
金
融

引
き
締
め
政
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
原

油
の
連
続
的
値
上
り
に
ょ
る
コ
ス
ト

増
か
ら
上
昇
基
調
に
あ
り
、
特
に
建

設
資
材
の
高
騰
か
目
立
っ
て
い
る
。

▽
決
済
条
件

売
掛
金
回
収
状
況
は
「
好
転
」
八
・

一
%
、
「
横
ぱ
い
」
八
七
・
四
%

「
悪
化
」
四
・
五
%
で
あ
る
。

手
形
サ
イ
ト

て
は
「
好

に
つ
い

転
」
四
・
五
%
、
「
横
ば
い
」
六
五
・

ハ
%
、
「
悪
化
」
三
・
六
%
、
「
な

し
L
 
二
六
・
一
%
と
な
っ
て
い
る
。

▽
資
金
繰
り

「
好
転
」
三
・
六
%
、
「
横
ぱ

い
」
七
八
・
四
%
、
「
悪
化
」
九
・

0
%
で
再
度
の
金
融
引
き
締
め
政
策

と
一
般
的
景
気
回
復
に
ょ
る
資
金
需

要
の
増
大
か
ら
か
な
り
逼
迫
し
て
い

る
、
の
と
思
わ
れ
る
。

▽
営
業
利
益

「
増
加
」
一
四
・
四
%
、
「
横
ば

い
」
五
七
・
七
%
、
「
減
少
」
二
七
・

資
の
鈍
化
傾
向
及
び
原
材
料
上
昇
等

の
影
響
か
ら
景
気
は
足
踏
状
態
に
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
企
業
倒
産
に

つ
い
て
は
件
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る

も
の
の
大
型
化
し
て
い
る
。

雇
用
状
勢
に
つ
い
て
は
有
効
求
人

倍
率
で
み
る
限
り
改
善
傾
向
に
あ
る

も
の
の
、
中
高
年
令
者
の
雇
用
関
係

は
依
然
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。

設
問
別
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
0▽

生
産
・
一
冗
上
高

「
増
加
」
四
六
・
ハ
%
、
「
横
ぱ

い
」
四
0
・
六
%
、
「
減
少
」
一
二
・

六
%
で
個
人
消
費
を
中
心
に
順
調
に

九
%
で
原
材
料
価
格
の
高
騰
を
中
心

と
す
る
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
に
ょ
り
依
然

水
面
下
に
あ
る
。

▽
現
況
に
つ
い
て

在
庫
状
況
に
つ
い
て
は
「
不
足
」

七
三
%
、
「
適
正
」
六
六
・
七
%

「
過
剰
」
二
六
・
一
%
で
大
企
業
の

下
請
中
小
企
業
へ
の
在
庫
転
嫁
を
中

心
と
し
て
や
や
増
加
傾
向
に
あ
る
。

人
員
に
つ
い
て
は
「
不
足
」
三
一
・

五
%
、
「
適
正
」
七
四
・
ハ
%
、

「
過
剰
」
二
・
七
%
で
あ
る
。

設
備
に
つ
い
て
は
「
不
足
」
二
0
・

七
%
、
「
適
正
」
七
七
・
五
%
、

「
過
剰
」
丁
八
%
で
人
員
・
設
備

と
も
依
然
と
し
て
不
足
を
訴
え
て
船

り
中
で
、
旅
館
・
筆
墨
業
で
の
設
備

不
足
が
目
立
っ
て
い
る
。

マ
向
こ
う
三
力
月
間
の
業
況
の
見

通
L
、
設
備
投
資
計
画

昭
和
五
十
四
年
七
t
九
月
期
の
業

況
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
「
好
転
」

す
る
と
す
る
も
の
-
 
0
・
ハ
%
、

「
横
ぱ
い
」
五
九
・
五
%
、
「
悪
化
」

す
る
と
す
る
も
の
二
九
・
七
%
、
 
B

S
ー
マ
イ
ナ
ス
九
・
五
で
長
期
化
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
イ
ソ
フ
レ
下

で
の
金
融
引
き
締
め
及
ぴ
流
動
的
な

国
際
環
境
等
を
中
心
と
す
る
内
外
経

済
環
境
は
厳
し
く
総
じ
て
弱
き
の
見

通
し
を
し
て
い
る
。

設
備
投
資
計
画
に
つ
い
て
は
「
着

工
中
L
 
八
・
一
%
、
「
計
画
あ
り
」

三
一
・
五
%
、
「
計
画
な
し
」
七
八
・

四
%
、
 
B
S
ー
マ
イ
ナ
ス
一
三
一
・
五

で
内
外
の
不
確
定
要
因
が
錯
綜
す
る

こ
と
か
ら
企
業
マ
イ
ソ
ド
も
弱
く
総

じ
て
低
調
で
あ
る
。
し
か
し
繊
維
部

門
で
計
画
あ
り
と
す
る
企
業
数
の
割

合
が
五
0
%
と
目
立
っ
て
い
る
。

マ
経
営
上
の
努
力
目
標
・
関
心
事

経
営
上
の
努
力
目
標
に
つ
い
て
は

「
販
路
・
受
注
」
五
六
・
五
%
、
「
新

製
品
開
発
」
一
二
・
三
%
、
「
省
力

ー
ー
Ⅶ
1
-

化
・
合
理
化
」
三
一
・
ニ
%
で
大
半

が
販
路
、
受
注
拡
大
に
目
標
を
置
い

て
い
る
も
の
の
漸
次
、
省
力
化
合
理

化
へ
の
目
標
が
強
ま
っ
て
い
る
。

経
営
上
の
関
心
事
に
つ
い
て
は

「
物
価
問
題
」
七
五
・
ハ
%
、
「
求

人
問
題
」
七
・
三
%
、
「
金
融
問
題
」

一
六
・
九
%
で
依
然
物
価
問
題
に
関

心
が
置
か
れ
て
い
る
。
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(
財
)
ク
リ
ー
ソ
・
ジ
ャ
。
ハ
ソ
セ
ン

タ
ー
で
は
、
廃
棄
物
等
の
り
サ
イ
ク

ル
(
資
源
化
・
再
利
用
)
に
つ
い
て
、

論
文
・
標
語
を
懸
賞
募
集
し
て
い
ま

す
。最

優
秀
賞
に
は
論
文
三
十
万
円
、

標
語
に
は
五
万
円
、
そ
の
他
の
賞
金

が
贈
ら
れ
ま
す
。
締
切
は
十
一
月
十

日
で
す
。
詳
し
い
と
と
は
左
記
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

〒
鄭
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
1

六
1
二
(
財
)
ク
リ
ー
ソ
・
ジ
ャ

パ
ソ
セ
ソ
タ
ー
広
報
部
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「
イ
ン
ド
展
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ご
案
内

イ
ン
ド
貿
易
振
興
局
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゛

肌
ノ
扣
ー
ロ

印
度
貿
易
振
興
局
は
、
日
本
貿
易

振
興
会
と
の
共
催
に
ょ
り
今
月
九
日

か
ら
十
二
月
一
日
ま
で
の
間
、
東
京

池
袋
の
サ
ソ
シ
ャ
イ
ソ
・
シ
テ
一
内

の
ワ
ー
ル
ド
.
イ
ソ
ポ
ー
ト
・
マ
ー

ト
で
「
イ
ソ
ド
展
」
を
開
催
す
る
0

詳
細
に
つ
い
て
は
イ
ソ
ド
貿
易
振

興
局
(
東
京
都
港
区
愛
宕
-
1
六
1

七
・
 
T
E
L
東
京
(
偽
)
四
三
六
1
五

0
六
0
)
ま
で
。
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1
即
年
代
の
商
店
街
を
考
え
る
ー

9
月
例
会

去
る
九
月
二
十
五
日
(
火
)
当
所
4

階
捌
号
に
て
午
後
六
時
よ
り
垣
内
部

長
他
即
名
か
参
加
し
て
、
協
同
組
合

都
市
設
計
連
合
理
亊
長
西
脇
顕
正
氏

を
お
招
き
し
、
「
八
十
年
代
の
商
店

街
を
考
え
る
」
と
題
し
て
九
月
例
会

店
街
へ
と
変
貌
し
て
い
か
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
。
つ
ま
り
商
品
の
流
通
だ

け
を
目
的
と
す
る
こ
と
で
は
な
く
創

造
性
の
あ
る
専
門
店
を
、
包
含
し
た

商
店
街
に
変
貌
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
強
調
。

又
植
原
三
条
通
り
シ
ー
。
ヒ
ソ
グ

モ
ー
ル
理
事
長
か
ら
は
先
般
発
表
さ

れ
た
三
条
通
改
造
計
画
に
つ
い
て
具

体
的
な
説
明
が
な
さ
れ
午
後
九
時
頃

散
会
。<連

絡
>

◎
扮
月
例
会
研
修
委
員
会
担
当

日
時
十
月
十
六
日
(
火
)

午
後
六
時
よ
り

場
所
当
所
5
階
訓
号
室

テ
ー
マ
人
間
関
係
を
よ
く
す
る

た
め
に
 
1
世
代
差
を
と

り
あ
げ
て
考
え
よ
う
ー

講
師
下
宮
経
営
研
究
所

所
長
下
宮
美
穂
子
氏

そ
の
中
で
西
脇
氏
は
最
近
各
地
に

量
販
店
・
シ
,
ツ
ピ
ソ
グ
セ
ソ
タ
ー

等
が
急
激
に
進
出
す
る
と
い
う
商
業

活
動
の
激
し
い
変
動
の
中
で
従
来
の

商
店
街
白
身
も
そ
の
変
貌
の
過
渡
期

に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
量
販
店
等
が

大
量
に
設
置
さ
れ
る
と
い
う
背
景
は

い
わ
ゆ
る
大
量
生
産
・
大
量
消
費
体

制
の
確
立
と
そ
れ
を
基
盤
と
す
る
流

通
業
の
発
展
が
大
前
提
と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
発
展
し
て
き
た
シ
"

ツ
ピ
ソ
グ
セ
ソ
タ
ー
等
は
日
用
品
を

中
心
と
し
、
主
婦
主
体
の
い
わ
ゆ
る

サ
ソ
デ
ー
マ
】
ケ
"
ト
と
い
う
特
徴

を
も
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
従
来
の

商
店
と
の
関
係
が
大
き
く
ク
戸
ー
ズ

ア
Υ
フ
さ
れ
て
い
る
の
が
今
日
の
現

状
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

で
は
今
後
の
商
店
街
の
あ
り
方
は

近
代
的
・
合
理
的
施
設
の
設
置
と
消

費
者
の
二
ー
ズ
に
あ
っ
た
都
心
型
商

監
事
会
開
催

九
月
七
日
、
友
好
倶
楽
部
会
議
室

に
船
い
て
、
上
林
・
中
谷
・
岡
本
各

監
事
に
ょ
る
、
昭
和
五
十
三
年
度
収

支
決
算
に
つ
い
て
の
監
査
が
お
こ
な

わ
れ
、
正
確
に
処
理
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
・
事
業
合
同
委
員
会

八
月
二
十
三
日
、
友
好
倶
楽
部
会

議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
昭
和
五

十
三
年
度
事
業
概
要
報
告
、
同
収
支

決
算
、
慶
弔
規
程
、
施
設
使
用
規
程

を
審
議
を
し
た
。

理
事
会
開
催

九
月
十
一
日
、
商
工
会
議
所
地
階

A
会
議
室
に
お
い
て
、
小
林
会
長
他

理
事
十
三
名
の
出
席
の
も
と
開
催
さ

れ
、
昭
和
五
十
三
年
度
事
業
概
要
報

告
、
同
収
支
決
算
、
並
び
慶
弔
規

程
、
施
設
使
用
規
程
、
会
員
増
強
、

等
を
審
議
し
た
。

総
会
並
び
九
月
例
会
開
催

九
月
十
一
日
正
午
よ
り
九
月
例
会

を
開
催
、
小
鍛
治
敬
一
氏
の
「
あ
あ

陸
軍
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
旧
陸
軍

の
活
躍
ぶ
り
を
、
話
術
た
く
み
に
、

話
を
さ
れ
、
参
加
者
一
同
要
ひ
き

こ
ま
れ
時
間
の
た
つ
の
も
忘
れ
た
。

例
会
終
了
後
、
総
会
に
う
つ
り
昭
和

五
十
三
年
度
事
業
概
要
報
告
、
収
支

決
算
書
、
慶
弔
規
程
、
施
設
使
用
規

程
、
会
員
増
強
を
審
議
し
原
案
通
り

了
承
さ
れ
た
。
又
副
会
長
は
理
事
会

で
会
長
に
一
任
さ
れ
て
お
り
、
総
会

に
お
い
て
会
長
よ
り
杉
本
小
三
郎
氏

を
選
任
し
た
旨
報
告
が
あ
り
了
承
さ

れ
た
。第

三
回
般
若
心
経
解
説
会

九
月
二
十
五
日
午
後
六
時
よ
り
般

若
心
経
の
解
説
を
大
和
小
泉
の
庚
申

堂
住
職
、
井
村
良
譲
師
を
招
い
て
拝

聴
し
た
。
本
解
説
会
は
来
年
三
月
ま

で
毎
月
一
回
シ
リ
ー
ズ
で
続
け
て
い

る
も
の
で
す
0

行
事
予
定

◎
十
月
例
会
十
月
九
日
開
催
予
定

◎
旅
行
会
に
つ
い
て

、
日
時
十
一
月
十
弌
十
二
日

、
行
先
山
口
県
秋
芳
台
、
萩
方

面
へ
の
一
泊
旅
行
を
実

施
致
し
ま
中
。

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

当
倶
楽
部
会
員
、
奈
良
珠
算
学
校

校
長
米
田
正
一
先
生
は
八
月
二
十
八

日
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
つ
つ
し
ん
で

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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念

「
ど
ぅ
し
て
従

業
員
は
も
っ
と
生

産
性
を
あ
げ
な
い

の
だ
ろ
う
か
、

料
は
い
い
し
、

業
環
境
も
良
く
し

て
あ
る
し
、
福
利

厚
生
施
設
だ
っ
て

万戸女
力
子
人

矛
璋
正

事
"
,

田
田
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瓦
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大
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す
ぱ
ら
し
い
し
、
ク
ビ
亀
切
ら
な

、
、

そ
れ
な
の
に
従
業
員
は
で
き

Lる
だ
け
働
く
ま
い
と
し
て
い
る
よ

う
だ
」
と
い
う
経
営
者
の
嘆
き

゛
、
、

フ
メ
リ
カ
だ
け
で
な
く
、
わ

力が
国
で
も
よ
く
聞
か
れ
よ
う
。
そ

の
理
由
は
詮
索
す
る
ま
で
も
な
い

と
し
て
、
 
D
 
・
マ
グ
レ
ガ
ー
は
、

伝
統
的
な
経
営
管
理
活
動
の
根
底

に
あ
る
人
間
観
を
想
定
し
、
こ
れ

を
「
X
理
論
と
名
つ
け
て
、
次

の
よ
う
に
概
括
し
て
い
る
。

一
、
普
通
の
人
問
は
生
来
仕
事
が

き
ら
い
で
、
な
ろ
う
こ
と
な
ら

仕
事
は
し
た
く
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

ニ
、
こ
の
仕
事
は
き
ら
い
だ
と
い

う
人
問
の
特
性
が
あ
る
た
め
に
、

た
い
て
い
の
人
間
は
、
強
制
さ

れ
た
り
、
統
制
さ
れ
た
り
、
命

令
さ
れ
た
り
、
処
罰
す
る
ぞ
と

お
ど
さ
れ
な
け
れ
ぱ
、
企
業
目

標
を
達
成
す
る
た
め
に
じ
ゅ
う

ぶ
ん
な
力
を
出
さ
な
い
も
の
で

あ
る
。

三
、
普
通
の
人
間
は
命
令
さ
れ
る

ほ
う
が
好
き
で
、
責
任
を
回
避

し
た
が
り
、
あ
ま
り
野
心
を
も

経
営
者
の
最
良
の
昧
方

コ

ケ
一
、
よ
標

W
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三
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ニ
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二
早
一
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、
一
一
一
:
:
一
冒

占
し
匠

0

た
ず
、
な
に
ょ
り
も
ま
ず
安
全

を
望
ん
で
い
る
も
の
で
あ
る
。

「
ア
メ
と
ム
チ
」
で
従
業
員
に

や
る
気
を
起
こ
そ
う
と
す
る
伝
統

的
管
理
は
X
理
論
に
つ
き
も
の
で

あ
る
が
、
か
な
り
う
ま
く
い
く
場

合
も
あ
る
。
し
か
し
、
従
業
員
の

生
活
水
準
が
向
上
し
、
雇
用
が
保

護
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
、

や
る
気
へ
の
動
機
つ
け
効
果
は
次

第
に
期
待
さ
れ
な
く
な
っ
て
き
た
。

つ
ま
り
、
人
間
は
絶
え
ず
欲
求

を
も
つ
動
物
で
あ
り
、
し
か
も
、

そ
の
欲
求
に
は
幾
つ
か
の
次
元
が

あ
る
。
次
元
は
最
低
だ
が
満
さ
れ

し

0

C

ビ
タ
ミ
ン
E
た
っ
ぷ
り
の

イ
ン
ペ
ッ
ク
ス
小
麦
脛
芽
油

諦
ヨ
で
案

相
曜
等
用

企
商
実

心
.
ヰ

中
許
許

所
口
彬

会
談
発
国

工
相
親
界

商
品
世

良
商
世

奈
め
び展

内
業
一
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る
。
生
理
的
欲
求
が
満
さ
れ
、
安

全
欲
求
で
い
う
こ
と
が
な
け
れ
ぱ
、

集
団
を
作
り
た
い
、
帰
属
し
た
い
、

同
僚
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
い
、
友

佶
や
愛
情
を
交
換
し
た
い
な
ど
の

「
社
会
的
欲
求
」
が
や
る
気
を
起

と
す
重
要
な
原
動
力
と
な
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
社
会
的
欲
求
の

上
に
誰
に
と
つ
て
も
非
常
に
重
要

な
欲
求
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
能
力

を
伸
ぱ
し
た
い
、
白
信
を
持
ち
た

知
識
欲
な
ど
自
分
自
身
の
こ

、
、

Lと
を
認
め
ら
れ
た
い
、
正
し
く
評

価
さ
れ
た
い
、
同
僚
か
ら
し
か
る

べ
き
尊
敬
を
得
た
い
な
ど
自
己
の

町
脚
東
印
市
松
ヒ
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X
理
論
・
 
Y
理
論

る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
人
間

観
に
立
て
ぱ
よ
い
か
、
マ
グ
レ
ガ

ー
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
整
理
し
「
Y

理
論
」
と
呼
ん
で
い
る
。

一
、
仕
事
で
心
身
を
使
う
の
は
あ

た
り
ま
え
の
こ
と
で
あ
り
、
遊

び
や
休
憩
の
場
合
と
変
り
は
な

<

亭
一

一
=

な
い
と
絶
対
に
困
る
の
は
、
食
欲

な
ど
の
「
生
理
的
欲
求
」
で
あ
る
。

し
ぱ
ら
く
何
も
食
っ
て
い
な
い
と

き
は
、
通
常
、
恋
を
し
た
い
と
か
、

地
位
を
求
め
た
り
、
認
め
ら
れ
た

い
と
い
う
欲
求
は
起
こ
ら
な
い
も

の
で
あ
る
。
。
ハ
ソ
が
な
い
と
な
れ

0
、ノ

ば
人
は
。
ハ
ソ
だ
け
を
求
め
て
生
き

る
も
の
だ
。

生
理
的
欲
求
が
適
当
に
満
さ
れ

れ
ぱ
、
そ
の
炊
の
次
元
の
欲
求
H

危
険
や
脅
迫
・
劍
奪
か
ら
身
を
守

ろ
う
と
す
る
「
安
全
に
対
す
る
欲

求
」
が
人
の
行
動
を
支
配
、
つ
ま

り
や
る
気
を
起
こ
す
原
動
力
と
な

一
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一
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一
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一
=
:
、
一
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二
一
"
・
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、
一
一
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=
●
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=
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●
:
.
三
一
一
:
:
.
一
一
一
:
:
.
一
一
一
:
:
三
一

、
0

L
ニ
、
外
か
ら
統
制
し
た
り
お
ど
か

し
た
り
す
る
こ
と
だ
け
が
企
業

目
標
達
成
に
努
力
さ
せ
る
手
段

で
は
な
い
。
人
は
自
分
が
進
ん

で
身
を
委
ね
た
目
標
の
た
め
に

は
自
ら
自
分
に
ム
チ
打
っ
て
働

く
も
の
で
あ
る
0

三
、
献
身
的
に
目
標
達
成
に
つ
く

す
か
ど
う
か
は
、
そ
れ
を
達
成

し
て
得
る
報
酬
次
第
で
あ
る
。

四
、
普
通
の
人
問
は
、
条
件
次
第

で
は
責
任
を
引
き
受
け
る
ば
か

り
か
、
自
ら
す
す
ん
で
責
任
を

と
ろ
う
と
す
る
。

五
、
企
業
内
の
問
題
を
解
決
L
よ

う
と
比
較
的
高
度
の
想
像
力
を

駆
使
L
、
手
練
を
つ
く
し
、
創

意
工
夫
を
こ
ら
す
能
力
は
、
た

い
て
い
の
人
に
備
わ
っ
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
一
部
の
人
だ
け

の
も
の
で
は
な
い
。

六
、
現
代
の
企
業
に
お
い
て
は
、

日
常
従
業
員
の
知
的
能
力
は

ほ
ん
の
一
部
し
か
生
か
さ
れ
て

い
な
い
。

1
D
 
・
マ
グ
レ
ガ
】
「
企
業
の

人
間
的
側
面
」
よ
り
ー

中
小
企
業
診
断
士
井
上
誠
逸

一
=

」,

t
=
=
=
一
空
f
=
=
=
一
一
』
.
f
里
=

,
'

評
判
に
関
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち

「
自
我
の
欲
求
」
で
あ
る
。

最
後
に
、
い
わ
ぱ
欲
求
の
次
元

の
頂
点
を
な
す
「
自
己
実
現
の
欲

求
」
、
が
あ
る
。
自
己
啓
発
を
統
け

た
い
、
能
力
を
発
揮
し
た
い
、
創

、
、

L
造
的
で
あ
り
た
い
と
い
う
欲
求
で

あ
る
。と

の
よ
う
に
、
高
次
の
欲
求
を

も
つ
人
間
に
対
し
、
低
次
の
欲
求

し
か
充
足
で
き
な
い
よ
う
な
管
理

を
す
れ
ぱ
、
や
る
気
を
な
く
す
た

め
、
き
わ
め
て
不
満
足
な
結
果
と

な
る
。
そ
こ
で
、
高
次
の
欲
求
を

充
足
で
き
る
よ
う
な
管
理
を
考
え
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1
税
の
ぺ
ー
ジ

マ
イ
ホ
ー
ム
と
税
金

マ
イ
ホ
ー
ム
を
持
ち
た
い
1
0
 
こ
れ
は
多
く
の
方
の
夢
で
し
ょ
う
0
 
あ

る
世
需
査
に
ょ
れ
ぱ
、
現
在
借
家
に
住
ん
で
い
る
人
の
八
一
%
が
「
い

つ
か
自
分
の
家
を
持
ち
た
い
」
と
考
え
て
い
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
実
際
に
マ
イ
ホ
ー
ム
づ
く
り
に
か
か
る
と
、
資
金
計
画
や

設
計
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
で
て
き
ま
す
。

税
金
も
そ
の
一
つ
。
そ
こ
で
、
マ
イ
ホ
ー
<
づ
く
り
に
関
係
の
あ
る
税

金
に
つ
い
て
そ
の
あ
ら
ま
し
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
0

不
動
産
を
登
記
し
た
と
き

登
録
免
許
税

士
地
や
建
物
な
ど
の
不
動
産
を
取

得
す
る
と
、
所
有
権
の
取
得
に
関
す

る
登
記
を
し
ま
す
が
、
そ
の
登
記
の

際
に
登
録
免
許
税
が
か
か
り
ま
す
。

と
の
税
金
は
、
取
得
し
た
不
動
産
の

価
額
に
税
率
を
掛
け
て
税
額
を
算
出

し
、
登
記
申
請
の
際
に
納
付
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
不
動
産
の
価

額
は
、
原
則
と
し
て
、
市
役
所
な
ど

に
備
付
け
て
あ
る
固
定
資
産
課
税
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
評
価
額
に
な

り
ま
す
0

税
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
新
築
の
場
合
の
所
有

権
の
保
存
登
記
・
:
・
:
肪
%

ニ
、
売
買
に
ょ
る
所
有
権

の
移
転
登
記

・
5
%

三
、
相
統
に
ょ
る
所
有
権

の
移
転
登
記

ソ
ト
に
な
り
ま
す
0

①
昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
取
得
し
た
自
分
が
住
む

た
め
の
新
築
住
宅
で
あ
る
こ

と
0

②
新
築
後
一
年
以
内
の
登
記
で
あ

る
と
と
0

③
そ
の
住
宅
の
床
面
積
が
ニ
ハ
五

平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
(
木
造
家

屋
に
つ
い
て
は
、
エ
ハ
五
平
方

メ
ー
ト
ル
以
下
で
、
か
つ
、
三

0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
)
で
あ

る
こ
と
0

中
古
住
宅
の
税
率
は
3
パ
ー
セ
ン
ト

い
わ
ゆ
る
中
古
住
宅
を
取
得
し
た

場
合
、
次
の
要
件
に
あ
て
は
ま
れ
ぱ

所
有
権
の
移
転
登
記
の
税
率
が
三

パ
ー
セ
ソ
ト
に
な
り
ま
す
0

①
取
得
の
日
以
前
一
年
以
上
、
借

家
等
に
居
住
し
て
い
た
者
が
、

昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
か
ら

昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
取
得
し
た
自
分
が
住
む

た
め
の
家
屋
で
あ
る
こ
と
。

②
床
面
積
が
四
0
平
方
メ
ー
ト
ル

以
上
一
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以

下
で
あ
る
と
と
。

③
そ
の
家
屋
を
譲
渡
し
た
者
が
、

引
統
き
三
年
以
上
所
有
し
、
か

つ
譲
渡
の
日
以
前
二
年
以
内
に

居
住
し
た
、
の
で
あ
る
こ
と
。

④
十
年
以
内
に
新
築
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
。

⑤
取
得
後
一
年
以
内
の
登
電
あ

る
こ
と
0

⑥
そ
の
家
屋
の
固
定
資
産
税
評
価

額
が
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
り
七

万
七
千
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

四
、
贈
与
に
ょ
る
所
有
権

の
移
転
登
記

部
%

工
疋
要
件
に
該
当
す
れ
ぱ
税
率
軽
減

自
己
の
居
住
用
の
住
宅
を
取
得
し

た
場
合
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
れ

ぱ
、
税
率
が
軽
減
さ
れ
税
額
が
安
く

な
り
ま
す
0

こ
の
税
率
の
特
例
は
、
登
記
申
請

書
に
、
そ
の
登
記
し
よ
う
と
す
る
住

宅
が
後
記
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
住

宅
で
あ
る
旨
な
ど
の
市
町
村
長
の
証

明
書
の
添
付
が
あ
る
場
合
に
限
っ
て

適
用
さ
れ
ま
す
。

新
築
住
宅
は
叱
。
ハ
ー
セ
ン
ト
に

自
分
で
新
築
し
た
住
宅
の
所
有
権

の
保
存
登
記
や
建
売
業
者
な
ど
か
ら

購
入
し
た
新
築
住
宅
の
所
有
権
の
移

転
登
記
を
す
る
場
貪
次
の
要
件
に

あ
て
は
ま
っ
て
い
れ
ぱ
、
一
及
び
二

の
税
率
は
い
ず
れ
も
0
三
。
ハ
ー
セ

不
動
産
を
取
得
L
た
と
き

不
動
産
取
得
税

士
地
や
建
物
な
ど
の
不
動
産
を
取

得
し
た
と
き
に
は
、
都
道
府
県
税
の

不
動
産
取
得
税
か
か
か
り
ま
す
。

不
動
産
取
得
税
は
、
不
動
産
の
価

額
に
一
一
ス
ー
セ
ソ
ト
の
税
率
を
掛
け

て
算
出
し
ま
す
。
こ
の
不
動
産
の
価

額
は
、
登
録
免
許
税
の
場
合
と
同
様

に
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
記
載
さ

れ
て
い
る
評
価
額
に
ょ
り
ま
す
。

〔<
灘
績
登
鄭
一

築
住
宅
用
土
地
取
得
の
場
合

伽
%

税
金
の
軽
減
が

新
築
住
宅
や
新
築
住
宅
用
士
地
を

取
得
し
た
と
き
は
、
次
の
よ
う
に
税

金
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

一
、
住
宅
を
新
築
し
た
り
、
新
築

住
宅
を
購
入
し
た
と
き
は
、

そ
の
不
動
産
価
額
か
ら
三
百
五

十
万
円
が
控
除
さ
れ
ま
す
。
な

お
、
マ
ソ
シ
ョ
ソ
の
よ
う
な
場

合
は
一
区
画
ご
と
に
三
百
五
十

万
円
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

ニ
、
新
築
住
宅
用
士
地
を
取
得
し

た
と
き
に
は
、
士
地
を
取
得
し

た
日
か
ら
二
年
以
内
に
住
宅
を

新
築
す
る
な
ど
一
定
の
要
件
に

あ
て
は
ま
れ
ぱ
、
次
の
ど
ち
ら

か
高
い
方
の
額
が
、
不
動
産
取

得
税
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

①
百
五
十
万
円
に
三
。
ハ
ー
セ
ソ

ト
を
掛
け
た
額
。

②
新
築
住
宅
の
床
面
積
の
二
倍

の
面
積
(
二
0
0
平
方
メ
ー

ト
ル
が
限
度
)
の
士
地
の
価

額
の
三
パ
ー
セ
ソ
ト
を
掛
け

た
額
。
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5

一

住
宅
口
ー
ン
利
用
者
に
朗
報
ノ
.

住
宅
取
得
控
除
最
高
六
万
円

3
 
4
 
4

カ
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ニ
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カ
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三
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一
三
二
三
一
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二
一
=
冒
二
三
一
一
一
一
三
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=
一
一
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、
三
=
一
二
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二
一
=
一
一
、
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一
三
一
一
一
二
二
三
一
一
一
二
一
一
一
=
冒
=
ニ
=
一
一
:
二
卑
=
一
、
、
三
モ
零
二
二
一
一
一
一
、
,
、
3

住
宅
を
新
築
し
た
り
、
新
築
住
宅

を
購
入
し
た
と
き
、
次
の
要
件
に
あ

て
は
ま
る
場
合
に
は
、
居
住
し
た
年

か
ら
三
年
間
、
住
宅
取
得
控
除
が
所

得
税
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

一
、
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
に
、
住
宅
を
新
築
し

又
は
新
築
住
宅
を
購
入
し
て
自

分
で
居
住
す
る
こ
と
。

ニ
、
住
宅
の
床
面
積
が
一
六
五
平

方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ

と
0

三
、
完
成
後
又
は
購
入
後
六
か
月

以
内
に
入
居
し
、
控
除
を
受
け

る
年
の
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

引
統
き
居
住
し
て
い
る
こ
と
。

控
除
額
は
、
そ
の
住
宅
の
床
面
積

三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
当
り
千
円
と

し
て
計
算
し
た
金
額
で
、
限
度
は
三

万
円
で
す
。

こ
の
控
除
を
受
け
る
た
め
の
手
統

は
そ
の
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

書
に
、
次
の
書
類
を
添
付
し
て
税
務

署
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

(

レ
.

ノ

①
取
得
し
条
屋
の
建
築
確
器

知
書
の
写
し
(
建
築
確
認
が
必

要
で
な
い
家
屋
に
つ
い
て
は
設

計
図
な
ど
の
書
類
や
そ
の
写

し
)

②
登
記
簿
謄
本
や
請
負
契
約
書
、

売
買
契
約
書
な
ど
家
屋
を
取
得

し
た
こ
と
及
び
家
屋
の
工
事
の

着
手
年
月
日
、
購
入
月
日
を
明

ら
か
に
す
る
書
類
や
そ
の
写
し

③
住
民
票
の
写
し

ま
た
、
民
間
の
金
融
機
関
等
か
ら

償
還
期
問
十
年
以
上
の
融
資
等
を
受

け
て
住
宅
取
得
控
除
が
受
け
ら
れ
る

要
件
に
あ
て
は
ま
る
新
築
住
宅
を
取

得
し
て
、
昭
和
五
十
三
年
一
月
一
日

以
後
に
居
住
し
た
場
合
に
は
、
そ
の

融
資
等
に
係
る
年
間
償
還
金
額
に
応

じ
て
計
算
し
た
額
が
、
控
除
額
に
加

算
さ
れ
ま
す
。

控
除
額
に
加
算
さ
れ
る
額
は
、
年

問
償
還
金
額
等
か
ら
三
十
万
円
を
差

引
い
た
残
額
に
五
。
ハ
ー
セ
ソ
ト
を
掛

け
た
金
額
で
す
が
、
三
万
円
が
限
度

で
す
。
年
間
償
還
金
額
は
、
そ
の
年 艸

中
に
返
済
し
条
屋
の
取
得
に
充
て

た
融
資
等
の
元
利
合
計
金
額
で
す
が

入
居
し
た
年
に
つ
い
て
は
、
原
則
と

し
て
、
実
際
の
返
済
額
で
は
な
く
、

そ
の
借
入
契
約
等
に
ょ
っ
て
返
済
す

る
こ
と
に
な
る
最
初
の
一
年
間
の
返

済
予
定
額
に
ょ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
融
資
は
、
い
わ
ゆ
る

民
間
住
宅
口
ー
ソ
の
ほ
か
、
一
定
の

要
件
に
あ
て
は
ま
る
建
築
業
者
や
宅

地
建
物
取
引
業
者
か
ら
取
得
し
た
新

築
住
宅
の
購
入
代
金
の
未
払
債
務
を

十
年
以
上
の
割
賦
払
で
支
払
う
も
の

も
含
ま
れ
ま
す
。

し
か
し
、
住
宅
金
融
公
庫
や
勤
務

先
か
ら
の
借
入
金
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。と

の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

嘉
①
な
い
し
③
の
書
類
の
ほ
か
、

次
の
書
類
を
確
定
申
告
書
縁
付
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

④
家
屋
の
取
得
価
額
を
明
ら
か
に

す
る
書
類
や
そ
の
写
し

⑤
金
融
機
関
等
が
発
行
す
る
住
宅

取
得
に
係
る
融
資
額
の
償
還
金

額
等
証
明
書

つ
ま
り
、
住
宅
取
得
控
除
は
、
床

面
積
に
応
じ
た
控
除
額
と
住
宅
口
ー

ソ
等
の
償
還
金
額
に
応
じ
た
控
除
額

と
の
合
計
額
(
最
高
六
万
円
)
が
、

居
住
の
要
に
供
し
た
年
以
後
三
年
間

引
統
き
居
住
し
て
い
る
こ
と
を
条
件

に
所
得
税
額
か
ら
控
除
さ
れ
る
と
と

に
な
り
ま
す
。
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一中小企業製品取扱いー
<輪出>e海外に目をむけて→<輸入>
田中貿易商会
趣631 奈良市中登美ケ丘1丁目 D35-402

電話(0742) 4 5-1 9 3 9

K, Tanaka corporauon

第133号(第三種郵便物認可)

〔'

奈良会議所ニュース 昭和54年10月10日(毎月1回10日発行)
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^株式会社秒中^ 設升
総合企画・設計・監理

代表取締役桝谷博行
本牡及び奈良市大宮町 1 丁目 6 番 21 号

TEI,奈良(0742) 3 4-1 4 6 1 qサ奈良事務所

京都事務所京都市中京区御池通御幸町亀屋町京都府旅館会館
大阪市淀川区宮原2丁目13-12 桝谷ビル六阪事務所 TEL 六阪(06) 3 91-507 1 鵬

1..".^^".E^^■●●●^^●,■■^^晶■督'^^■■■■^^E■■■^^■■..^^.冒■'^^冒冒冒■^^■■"

こ自身の巣をもつということはー・・・

奈良商工会議所会館地階(パプタイム 17:Ⅸ)~22:α))
...,■^^...■^^.●.冒^^●吋●.^^●●●●^^邑●●●^^●冒■■^^●●冒●^^冒●■専^^,冒●●^^●●.

営業時間

ぞン《"
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9:00~22:00

キープストラン


